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松任中学校ＰＴＡ

月 日 曜 行　　　　　事 備　　　　　　　　考

第１回役員会 実行委員会および総会資料等の確認、当面の日程等について

１年学級委員連絡会① 組織づくり、年間計画等の確認

11 月 第１回地区委員会 組織づくり、春の交通安全街頭指導、地区内委員会

２年学級委員連絡会① 組織づくり、年間計画等の確認

３年学級委員連絡会① 組織づくり、年間計画等の確認

第１回実行委員会 前年度事業・決算・監査報告、今年度事業計画・予算案の審議等

18
～
20

月
～
水

春の交通安全・防犯街頭指導 通学路の総点検、地区内巡視（役員・地区委員）

下旬 第１回地区内委員会 春の交通安全街頭指導の課題確認、通学状況や要望箇所の確認

授業参観 新型コロナウイルス感染拡大防止のため係分担等なし、来校者380名

ＰＴＡ総会 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止
（ＰＴＡ規約第１３条により臨時役員会で議案審議）

第１回実行委員会 ＰＴＡ総会に係る議案審議

臨時役員会 ＰＴＡ総会に代わる議案審議

10 火 第１回広報委員会 「すずかけ１」の発行に向けて

18 水 第２回地区委員会 地区内委員会の報告、店舗等の巡回計画、通学路点検確認

23 月 ビブリオバトル 保護者バトラー3名、読書推進委員による運営補助

25 水 第２回役員会
夏季休業中の店舗等巡回、創立70周年記念式典、愛校作業、家族で生き方を
考える取り組み

1
～
7

水
～
火

学校公開① 来校者72名

21 火 第１回読書推進委員会 後期ビブリオバトル（第20回）に向けての打合せ

4 月 ３年学級委員連絡会② １学期の様子、夏季休業中の学習と生活

5 火 ２年学級委員連絡会② １学期の様子、夏季休業中の学習と生活

6 水 １年学級委員連絡会② １学期の様子、夏季休業中の学習と生活

店舗等巡回あいさつ 役員による商業施設等への協力依頼など

第３回役員会 愛校作業、「家族で生き方を考えよう」、運動会など

19 火 第２回読書推進委員会 後期ビブリオバトル（第20回）に向けての打合せ

20 水 広報「すずかけ１」発行 職員紹介

地域訪問 職員による地域巡回

「家族で生き方を考えよう」 心のふれあいを感じ、家族の絆を深める

28 木 育松会 新型コロナウイルス感染防止対策として中止

30 土 愛校作業準備 役員による準備

31 日 愛校作業 校舎回りの清掃活動、参加者数：生徒127、保護者135、職員31

４
月

５
月

６
月

7
月

7/21
～
8/29

2 月

令和４年度　事業報告

7 木

20 水

13 水



月 日 曜 行　　　　　事 備　　　　　　　　考

7 水 第４回役員会 運動会、秋の交通安全・防犯街頭指導、地区内委員会等について

22 木 第２回広報委員会 「すずかけ２」編集について

17 土 第７２回運動会 写真撮影、学校周辺巡回

14
～
16

水
～
金

グッドマナーキャンペーン
（秋の交通安全・防犯街頭指導）

役員・地区委員・職員で３日間実施（登校時14箇所）

下旬 第２回地区内委員会 地区内の通学状況、次年度委員選出など

12 水 第５回役員会 創立70周年記念式典、授業参観及び学校公開、次年度役員等について

18 火 第３回読書推進委員会 後期ビブリオバトル（第20回）に向けての打合せ

20 木 第３回広報委員会 「すずかけ３」の発行に向けて

19 水 第３回地区委員会 第２回地区内委員会の報告、次年度地区委員選出について、

25 火 ３年学級委員連絡会③ ２学期の様子、今後の学習と生活、卒業に向けて

27 木
２年学級委員連絡会③
兼新３年学級委員指名委員会

２学期の様子、今後の学習と生活、次年度学級委員選出

28 金
１年学級委員連絡会③
兼新２年学級委員指名委員会

２学期の様子、今後の学習と生活、次年度学級委員選出

１
～
7

火
～
月

学校公開②
兼授業参観

新型コロナウイルス感染拡大防止のため係分担等なし、来校者88名

7 月 情報モラル講座 白山警察署生活安全課、頼谷さんによる講話、参加22名

16 水 第６回役員会 来年度の組織等について

17 木 ビブリオバトル 役員と生徒代表による読んだ本のプレゼン

24 木 役員等指名委員会 次年度役員選出に向けて

1 木 学校保健安全委員会 安達副会長、小崎副会長参加

23 金 広報「すずかけ２」発行 １，２学期の学校での生徒の活動の様子

１
月

20 金 新入生説明会 橋会長ＰＴＡ活動説明

1 水 ２年学級委員連絡会④ ３学期の様子、今後の学習と生活

2 木 ３年学級委員連絡会④ ３学期の様子、今後の学習と生活、卒業に向けて

3 金 １年学級委員連絡会④ ３学期の様子、今後の学習と生活

第７回役員会 実行委員会議案審議

第２回実行委員会
令和４年度事業報告、次年度役員承認、地区委員確認など
（ＰＴＡ規約第１２条により年度末総会に代わる議案審議）

１２年授業参観 新型コロナウイルス感染拡大防止のため係分担等なし

令和５年度新２，３年学級委員連絡会 組織づくり

広報委員・読書推進委員の新旧連絡会 活動についての引継ぎ、組織づくり

令和５年度新役員会 次年度係分担等

新旧役員会 活動についての引継ぎ

9 木 広報「すずかけ３」発行 ２，３学期の学校での生徒の活動の様子

11 土 第７２回卒業証書授与式 橋会長祝辞

30 木 監査委員会 会計監査等

金

３
月

10
月

11
月

14 火

12
月

２
月

24

16 木

９
月



R5.4.26

一 収入総額 3,749,286

二 支出総額 2,310,769

三 差引残高 1,438,517

◎収入の部

R４年度予算額 R４決算 差異 備               考

2,667,840 2,679,040 △ 11,200 　会費12ヶ月

1,070,234 1,070,234 0 　前年度繰越金

6 12 △ 6 　銀行利息

3,738,080 3,749,286 △ 11,206

◎支出の部

R４年度予算額 R４決算 差異 備               考

 一 業務費 430,000 447,010 △ 17,010 　市ＰＴＡ連合会会費、県ＰＴＡ安全会費

20,000 6,187 13,813 　PTA感謝状ホルダー代

80,000 41,492 38,508 　年間行事予定表

90,000 0 90,000  

90,000 89,500 500 　指名委員会、役員会、会計監査

360,000 256,688 103,312 　香典・生花・弔電代、餞別

130,000 79,180 50,820 　運動会運営補助、特別表彰、mattoマナーファイル

1,200,000 920,057 279,943

 二 文化活動費 30,000 2,000 28,000 　県科学教育振興会費

50,000 51,805 △ 1,805 　修学旅行活動費

160,000 128,700 31,300 　栄光新聞

30,000 38,997 △ 8,997 　書籍代

270,000 221,502 48,498

 三 進路生徒指導費 200,000 194,161 5,839 　高校説明会補助、職業講話補助、進路事務費

40,000 37,000 3,000 　家庭訪問交通費

240,000 231,161 8,839

 四 厚生補助費 150,000 1,056 148,944 　救急法講習会、保健室備品消耗品

450,000 450,000 0 　校内ワックスがけ補助費

600,000 451,056 148,944

 五 成人教育費 100,000 0 100,000  

250,000 244,200 5,800 　広報「すずかけ」１号２号３号

100,000 100,000 0 　地区委員会活動費

90,000 90,000 0 　学級委員連絡会活動費

100,000 44,828 55,172  

2,000 1,980 20 　両替手数料、ＩＢ年間手数料

642,000 481,008 160,992

 六 予備費 10,000 5,985 4,015  

776,080 0 776,080  

786,080 5,985 780,095

3,738,080 2,310,769 1,427,311合      　計

 5.愛校作業費

 6.諸経費

計

 １.事務費

 ２.予備費

計

 2.校内美化事業費

計

 1.成人教育費

 2.広報費

 3.地区活動費

 4.学級活動費

 4.ビブリオバトル開催費

計

 1.進路指導費

 2.生徒指導費

計

 1.保健・安全指導費

 6.慶弔費

 7.行事補助費

計

 1.教育研究費

 2.修学旅行援助費

 3.新聞費

 項　　  　目

 1.負担金

 2.消耗費

 3.印刷費

 4.諸団体参加費

 5.会議費

 令和４年度 松任中学校ＰＴＡ一般会計　決算報告

 項　　  　目

     1.     会        費

     2.     繰   越   金

     3.     雑   収   入

合      　計



R5.4.26

一 収入総額 4,311,201

二 支出総額 3,494,723

三 差引残高 816,478

◎収入の部

R４年度予算額 R４決算 差異 備               考

3,933,600 3,891,600 42,000 　会費12ヶ月

419,590 419,590 0 　前年度繰越金

8 11 △ 3 　銀行利息

4,353,198 4,311,201 41,997

◎支出の部

R４年度予算額 R４決算 差異 備               考

 一 体育活動費 900,000 637,683 262,317 　県大会・各種大会参加費

800,000 719,660 80,340 　運動部活動費・大型備品(ユニフォーム等)

1,700,000 1,357,343 342,657

 二 文化活動費 750,000 764,890 △ 14,890 　文化部活動費・備品費・コンクール参加費

750,000 764,890 △ 14,890

 三 スクールバス 50,000 0 50,000

　　利用補助費 50,000 0 50,000

 四 大会・コンクール 400,000 414,990 △ 14,990 　白野交歓会・発表会参加補助

参加補助費 400,000 414,990 △ 14,990

 五 部活動振興費 600,000 600,000 0 　各種大会補助

600,000 600,000 0

 六 看板費 550,000 357,500 192,500 　北信越大会、全国大会

550,000 357,500 192,500

 七 予備費 303,198 0 303,198

303,198 0 303,198

4,353,198 3,494,723 858,475

計

 １．北信越全国看板

計

 １．予備費

計

 合  　　　　計

計

 １．スクールバス利用補助費

計

 １．大会・コンクール参加補助費

計

 １．部活動振興費

合      　計

項　　　　　目

 １．各種大会参加費

 ２．体育部活動用品

計

 １．文化部活動費

令和４年度 松任中学校ＰＴＡ特別会計　決算報告

項　　  　目

     1.     会        費

     2.     繰   越   金

     3.     雑   収   入





令和５年度 ＰＴＡ表彰 

 

  松任中学校ＰＴＡ表彰規定に基づき、松任中学校ＰＴＡの振興に努力し， 

会員の教養向上，地域の健全育成に貢献した功労に対して深く謝意を表すた

め、９名の方を表彰することとします。 

 表彰者についてお知りになりたい場合、学校までお問い合わせください。  



9

令和５年度 松任中学校ＰＴＡ組織

個人情報保護の観点から、役員等の名簿一覧は掲載しないこととします。

必要に応じ、学校までお問い合わせください。

白山市立松任中学校ＰＴＡ組織図

Ｐ Ｔ Ａ 総 会

役員候補者指名委員会

役 員 会

会 計 監 査 委 員 会

実 行 委 員 会

地区委員会 学級委員連絡会 広 報 委 員 会 特別委員会

地区内委員会 読書推進 服装 保健 給食

委員会 委員会 委員会 委員会

会 員



令和５年度　地区割り一覧

地区名 委員数 町名

松任１区 2
茶屋一丁目・二丁目　　馬場一丁目・二丁目
博労一丁目・二丁目　　鍛冶町

松任２区 2 西新町　　横町　　相木町　　中町　　安田町

松任３区 3
八日市町　　四日市町　　辰巳町　　末広一丁目・二丁目
東一番町　　東二番町　　東三番町　　古城町
東新町　　殿町　　布市一丁目・二丁目

松任４区 6
若宮一丁目～三丁目
石同町　　石同新町
倉光西　　倉光一丁目～十丁目

松任５区 5
八ツ矢新町　　旭町　　南八ッ矢
西八ッ矢　　東八ッ矢　　五歩市町

成地区 2 成町

一木地区 6
村井東一丁目・二丁目　  北川　　武衛
樋爪　　中村　　新北川　　松南区　　宮丸町　　米永町
米永新区　　徳行　　馬渡　　馬西団地

中奥地区 7
三浦町　　三幸町　　橋爪町　　長竹町　　徳丸町　　菜の花
青葉台一丁目・二丁目　　幸明　　東橋爪町　　西橋爪町
橋爪新　　橋爪東区　福正寺　　乾町　　中奥町　　美里町

林中地区 6
平松町　上二口町　木津町　坊丸町　剣崎町　菅波町
田地町　今平町　乙丸町　みずほ一丁目～六丁目
藤波一丁目・二丁目

山島地区 6
安吉町　長島町　内方新保町　御影堂町　上島田町　島田町
寄新保町　吉田町　漆島町　矢頃島町　向島町　藤木町
山島台一丁目～六丁目

 



令和５年度    

 

松任中学校ＰＴＡ事業計画                                 

 

 

 

 

 

 

事業方針 

 

（１）会員相互の研鑽を図り、資質の向上に努める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）家庭・学校・地域の連携を密にし、生徒の健全育成に努める。       

 

努力目標 

繋げよう、家庭・学校・地域 そして高め合おうＰＴＡ  

＊教育講演会、研修会の開催 

 ＊各種研究会の積極的参加、援助 

 ＊すずかけ（ＰＴＡだより）の発行 

 ＊学級懇談会などによる会員のネットワークづくり  

＊学校公開、授業参観、個人懇談、家庭訪問 

＊愛校作業 

＊家族で生き方を考えよう・・・体験活動の実施 

＊ビブリオバトルの開催 

＊学年だよりの発行 

＊生徒会活動の支援 

＊職業講話や職場体験の支援 

＊校外生活の指導 

＊通学路の点検、安全対策 

＊関連団体、機関との協調 

＊講演会、フォーラムを開催 

＊雑紙回収  



月 学校・PTA行事等
学級委員連絡会

（18:00）
広 報 委 員 会

(19:00)
地 区 委 員 会

(19:00)
実 行 委 員 会 役　　員　　会

(19:00)
特別委員会 備    考

７日（金）　第７３回入学式14:00
①１年７日（金）・２年２０日（木）・３年２０日（木）
　 組織作り/授業参観の係分担/懇談会準備

①１０日（月）　組織作り/方針/活動/春の交通安全
   防犯街頭指導分担/春の地区内委員会について
   /クリーン作戦について

①２０日（木）19:00　監査報告/事業
   計画/予算案の審議/総会原案

①７日（金）15:00   本年度PTA組織/事業計画/予算案確認/実行委員会原案/総
会原案/授業参観・PTA総会の係分担/学級委員連絡会準備/地区委員会・地区内
委員会準備/ビブリオバトル準備/春の交通安全・防犯街頭指導準備

５日（水）18：00  予算委員会

１９日（水）２０日（木）２１日（金）
　　春の交通安全・防犯街頭指導

　
１９日（水）２０日（木）２１日（金）
　　春の交通安全・防犯街頭指導

１９日（水）２０日（木）２１日（金）
　　春の交通安全・防犯街頭指導

１４日（金）読書推進委員会

２８日（金）　授業参観・情報モラル講座
　　　　　　　　PTA総会・懇談会（中止）

２８日(金）　授業参観受付等/懇談会（中止）
【下旬】地区内委員会
   通学路の安全/校外生活の状況/市クリーン作戦

２８日(金）　PTA総会（中止） 市P連総会

①１５日（月）　広報委員会

②２２日（月）　地区内委員会の報告/通学路の安全
   /運動会での巡視/秋の交通安全防犯街頭指導
   分担/秋の地区内委員会について

②２４日（水）　愛校作業内容検討/巡回挨拶回り準備/「家族で生き方を考えよう」
取組準備/学級委員連絡会準備/通学路の安全

６／５日(月）～６／９日（金）　学校公開週間 ②【未定】広報委員会 【未定】読書推進委員会 学校公開週間①

６日（火）　PTAビブリオバトル

　すずかけ１発行

②３年３日（月）・２年４日（火）・１年５日（水）
夏休み・２学期に向けて/愛校作業準備/「家族で生き方を
考えよう」の取組

(7/21～8/29)

２４日（月）２５日（火）２６日（水）　保護者懇談
③１２日（水）18:00　巡回挨拶回り
           　 19:00  愛校作業係分担/育松会準備

２７日（木）　育松会 ２９日（土）　愛校作業準備 ２７日（木）　育松会

３０日（日）　愛校作業　（予備日８/２７日（日））
３０日（日）　愛校作業受付等
（予備日８/２７日（日）） ３０日（日）　愛校作業分担業務  （予備日８/２７日（日））

8

③【未定】広報委員会
④６日（水）　運動会係分担/ 愛校作業の反省/巡回挨拶回りの反省   /秋の交通
安全・防犯街頭指導準備/地区内委員会準備

１３日（水）１４日（木）１５日（金）
　　秋の交通安全・防犯街頭指導
　　（グッドマナーキャンペーン）

１３日（水）１４日（木）１５日（金）
　　秋の交通安全・防犯街頭指導
　　（グッドマナーキャンペーン）

１３日（水）１４日（木）１５日（金）
　　秋の交通安全・防犯街頭指導
　　（グッドマナーキャンペーン）

１６日（土）　第７３回運動会 １６日（土）　運動会の記録写真 １６日（土）　運動会での巡視 １６日（土）　運動会補助

【下旬】地区内委員会
   通学路の安全/校外生活の状況/市クリーン作戦

④【未定】広報委員会
③１８日（水）　地区内委員会の反省/通学路の安全
   について/次年度地区委員選出について

⑤１０日（火）　地区内委員会報告/冬季の交通安全について/学級委員連絡会準
備/授業参観の係分担/次年度役員・学級委員選出について/ビブリオバトル準備

③３年２４日（火）・２年２５日（水）・１年２６日（木）
   冬休み・３学期に向けて/３年進路に向けて/授業
   参観の係分担/来年度学級委員選出について

新２年２５日（水）18:00
新３年２６日（木）18:00
 次年度学級委員指名委員会

１０／３１日(火）～１１／６日（月）　学校公開週間 学校公開週間②

（非行被害防止講座）

６日（月）　授業参観 ６日（月）　授業参観受付等 【未定】読書推進委員会

６日（木）　PTAビブリオバトル ⑤【未定】広報委員会 　
⑥１５日（水）　冬季の生活指導について/巡回挨拶回り準備/来年度に向けて/学
級委員連絡会準備/次年度役員・学級委員指名委員会準備

１７日（金）　３年進路説明会

２２日（水）18:00　巡回挨拶回り
①２２日（水）19:00
   次年度役員指名委員会

　　すずかけ２発行
②【未定】
   次年度役員指名委員会

８日(金）１１日（月）１２日(火）　３年三者懇談

２０日（水）２１日（木）　１，２年保護者懇談
③【未定】
   次年度役員指名委員会

新２年２１日（水）18:00
新３年２２日（木）18:00
 次年度学級委員指名委員会

1 ⑥【未定】広報委員会

８日（木）９日（金）　３年三者懇談
④２年１日（木）・３年２日（金）・１年５日（月）
   新年度に向けて/３年卒業に向けて/１，２年授業
   参観の係分担/１，２年懇談会準備

⑦【未定】広報委員会
②１３日（火）19:30　事業報告/次年
   度役員・地区委員の承認等

⑦１３日（火）18:30　実行委員会原案/授業参観の係分担

１５日（木）　１，２年授業参観・懇談会 １５日(木）　授業参観受付等/１，２年懇談会

１５日(木）　新２・３年学級委員連絡会18:00 １５日(木）　新旧引継ぎ会18:00
１５日(木）　読書推進委員
　　　　　新旧引継ぎ会18:00

⑧２２日（木）　18:30  新役員会
                    19:00  新旧役員会

　　すずかけ３発行

【未定】第７３回卒業証書授与式 ２８日（木）18：00  監査委員会
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家
庭
訪
問

家
族
で
生
き
方
を

考
え
よ
う

R5.4.7現在



R5.4.26

◎収入の部

R４年度予算額 R４年度決算 R５年度予算額 差異 備               考

2,667,840 2,679,040 2,563,680 △ 104,160 　会費12カ月（月280円×766人×12カ月）

1,070,234 1,070,234 1,438,517 368,283 　前年度繰越金

6 12 6 0 　銀行利息

3,738,080 3,749,286 4,002,203 264,123

◎支出の部

R４年度予算額 R４年度決算 R５年度予算額 差異 備               考

 一 業務費 430,000 447,010 450,000 20,000 　市・県ＰＴＡ負担金、県ＰＴＡ安全会費

20,000 6,187 20,000 0 　賞状代、事務用品等

80,000 41,492 80,000 0 　印刷費補助、年間行事予定表

90,000 0 90,000 0 　市PTA等参加費

90,000 89,500 90,000 0 　役員会、実行委員会、指名委員会

360,000 256,688 360,000 0 　香典・生花、餞別等

130,000 79,180 130,000 0 　運動会・合唱コンクール運営補助

1,200,000 920,057 1,220,000 20,000

 二 文化活動費 30,000 2,000 30,000 0 　県科学教育振興会費

50,000 51,805 55,000 5,000 　修学旅行活動費等

160,000 128,700 160,000 0 　栄光新聞

30,000 38,997 40,000 10,000 　書籍代

270,000 221,502 285,000 15,000

 三 進路生徒指導費 200,000 194,161 250,000 50,000 　校外学習費、職場体験補助、進路指導費等

40,000 37,000 40,000 0 　家庭訪問交通費

240,000 231,161 290,000 50,000

 四 厚生補助費 150,000 1,056 150,000 0 　救急法講習会、保健・安全関係

450,000 450,000 450,000 0 　校舎内ワックスがけ補助費

600,000 451,056 600,000 0

 五 成人教育費 100,000 0 100,000 0 　教育講演会等

250,000 244,200 250,000 0 　広報「すずかけ」

100,000 100,000 100,000 0 　合同委員会、地区内委員会

90,000 90,000 90,000 0 　学級委員連絡会、学級懇談会

100,000 44,828 100,000 0 　飲み物代

2,000 1,980 2,000 0 　振り込み手数料等

642,000 481,008 642,000 0

 六 予備費 10,000 5,985 10,000 0 　はがき切手代

776,080 0 955,203 179,123

786,080 5,985 965,203 179,123

3,738,080 2,310,769 4,002,203 264,123合      　計

 5.愛校作業費

 6.諸経費

計

 1.事務費

 ２.予備費

計

 2.校内美化事業費

計

 1.成人教育費

 2.広報費

 3.地区活動費

 4.学級活動費

 4.ビブリオバトル開催費

計

 1.進路指導費

 2.生徒指導費

計

 1.保健・安全指導費

 6.慶弔費

 7.行事補助費

計

 1.教育研究費

 2.修学旅行援助費

 3.新聞費

 項　　  　目

 1.負担金

 2.消耗費

 3.印刷費

 4.諸団体参加費

 5.会議費

 令和５年度 松任中学校ＰＴＡ一般会計　予算（案）

 項　　  　目

     1.     会        費

     2.     繰   越   金

     3.     雑   収   入

合      　計



R5.4.26

◎収入の部

R４年度予算額 R４年度決算 R５年度予算額 差異 備               考

3,933,600 3,891,600 3,775,200 △ 158,400 　会費12か月分(月440円×717人×12カ月）

419,590 419,590 816,478 396,888 　前年度繰越金

8 11 8 0 　銀行利息

4,353,198 4,311,201 4,591,686 238,488

◎支出の部

R４年度予算額 R４年度決算 R５年度予算額 差異 備               考

 一 体育活動費 900,000 637,683 900,000 0 県大会・各種大会参加費

800,000 719,660 800,000 0 体育部活動費・大型備品(ﾕﾆﾌｫｰﾑ等)

1,700,000 1,357,343 1,700,000 0

 二 文化活動費 750,000 764,890 800,000 50,000 文化部活動費・備品費・コンクール参加費等

750,000 764,890 800,000 50,000

 三 スクールバス 50,000 0 50,000 0 　スクールバス借り上げ代

　　利用補助費 50,000 0 50,000 0

 四 大会・コンクール 400,000 414,990 450,000 50,000 　ブロック大会・県大会・北信越大会・全国大会
　各種コンクール参加補助

参加補助費 400,000 414,990 450,000 50,000

 五 部活動振興費 600,000 600,000 800,000 200,000 　各種大会補助

600,000 600,000 800,000 200,000

 六 看板費 550,000 357,500 400,000 △ 150,000 　北信越大会、全国大会等出場看板

550,000 357,500 400,000 △ 150,000

 七 予備費 303,198 0 391,686 88,488

303,198 0 391,686 88,488

4,353,198 3,494,723 4,591,686 238,488

計

 １．北信越全国看板

計

 １．予備費

計

 合  　　　　計

計

 １．スクールバス利用補助費

計

 １．大会・コンクール参加補助費

計

 １．部活動振興費

合      　計

項　　　　　目

 １．各種大会参加費

 ２．体育部活動用品

計

 １．文化部活動費

令和５年度 松任中学校ＰＴＡ特別会計　予算(案）

項　　  　目

     1.     会        費

     2.     繰   越   金

     3.     雑   収   入



石
川
県
白
山
市
立
松
任
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
規
約

第
一
章

名

称

第

一

条

本
会
は
、
石
川
県
白
山
市
立
松
任
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
略
称

松
任
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
と
称
す
る
。

第
二
章

目

的

第

二

条

民
主
教
育
の
理
解
を
深
め
、
家
庭
、
学
校
及
び
社
会
に
お
け
る
生
徒

の
福
祉
を
増
進
す
る
。

第
三
章

方

針

第

三

条

本
会
は
左
の
方
針
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
。

１
、
本
会
は
教
育
を
本
旨
と
す
る
民
主
団
体
と
し
て
活
動
す
る
。

２
、
本
会
は
生
徒
の
福
祉
の
た
め
活
動
す
る
他
の
社
会
的
諸
団
体
及
び
機

関
と
協
力
す
る
。

３
、
本
会
は
教
育
予
算
の
充
実
、
そ
の
他
の
学
校
問
題
に
つ
い
て
関
係
機

関
に
意
見
を
具
申
す
る
。

第
四
章

会

員

第

四

条

本
会
の
会
員
は
、
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
の
父
母
ま
た
は
保
護
者
と

学
校
に
勤
務
す
る
校
長
及
び
教
職
員
と
す
る
。

第
五
章

会

費

第

五

条

会
計
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
本
会
の
経
費
は
会
費
、
事
業
収
入
及
び
寄
付
金
を
も
っ
て
支
弁
す
る
。

会
費
の
額
は
総
会
で
決
め
る
。

２
、
生
徒
会
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
特
別
会
計
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

第

六

条

会
費
は
、
学
期
分
ま
た
は
一
ヶ
年
分
を
一
度
に
納
め
る
こ
と
も
月
毎

に
納
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

第

七

条

本
会
の
会
計
年
度
は
、
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日

に
終
わ
る
。

第
六
章

役

員

第

八

条

本
会
の
役
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

１
、
会

長

一
名

２
、
副
会
長

六
名
以
上
九
名
以
内
（
女
性
三
名
以
上
）

３
、
書

記

若
干
名
（
教
職
員
）

４
、
会

計

二
名
（
保
護
者
一
名
、
教
職
員
一
名
）

５
、
役
員
の
任
期
は
一
ヶ
年
と
す
る
。
但
し
、

再
任
は
妨
げ
な
い
。

第

九

条

役
員
の
選
出
及
び
就
任
は
左
記
の
と
お
り
行
な
わ
れ
る
。

１
、
役
員
候
補
者
指
名
委
員
会
を
つ
く
る
。

指
名
委
員
は
二
月
二
十
日
ま
で
に
左
記
に
よ
り
選
出
す
る
。

イ
、
保
護
者
の
中
か
ら
地
区
毎
に
一
名
を
地
区
毎
の
総
会
ま
た
は
こ
れ

に
代
わ
る
方
法
を
も
っ
て
選
出
す
る
。

ロ
、
教
職
員
の
中
か
ら
二
名
を
選
出
す
る
。

ハ
、
実
行
委
員
の
中
か
ら
一
名
を
互
選
す
る
。

２
、
指
名
委
員
会
は
、
被
指
名
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
、
指
名
委
員
会
は
、
役
員
候
補
者
名
を
学
年
末
総
会
五
日
前
ま
で
に
会

員
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
、
指
名
委
員
会
で
選
出
さ
れ
た
役
員
は
学
年
末
総
会
に
お
い
て
承
認
し
、

四
月
一
日
よ
り
就
任
す
る
。

第

十

条

役
員
の
兼
任
は
認
め
な
い
。

第
七
章

役
員
の
任
務

第
十
一
条

役
員
の
任
務
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
括
す
る
。

２
、
総
会
及
び
実
行
委
員
会
の
司
会
は
会
長
ま
た
は
会
長
の
指
名
す
る
者

が
あ
た
る
。

３
、
会
長
は
、
実
行
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
第
二
十
一
条
の
委
員
を
任

命
す
る
。

４
、
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
不
在
の
場
合
は
そ
の
代
理
を
つ

と
め
る
。

５
、
書
記
は
、
総
会
及
び
実
行
委
員
会
、
各
委
員
会
の
事
務
を
司
る
。

６
、
会
計
は
、
本
会
の
収
支
を
記
録
し
、
総
会
の
つ
ど
こ
れ
を
報
告
し
、

翌
年
度
総
会
に
お
い
て
会
計
監
査
委
員
の
監
査
を
経
た
決
算
を
報
告
す

る
。

第
八
章

集

会

第
十
二
条

総
会
は
年
二
回
以
上
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
年
度
末
総
会

は
実
行
委
員
会
を
も
っ
て
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
行
委
員
会
は
随
時

開
き
、
各
種
委
員
会
、
学
級
委
員
連
絡
会
は
必
要
に
よ
り
随
時
開
か
れ
る
。

第
十
三
条

総
会
の
議
決
は
、
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。
但
し
、

緊
急
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
総
会
を
開
催
で
き
な
い
場
合
、
役
員

の
過
半
数
の
同
意
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
四
条

実
行
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、
ま
た
は
会
員
の
五
分
の
一
以

上
の
要
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
会
長
は
随
時
総
会
を
招
集
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
九
章

実
行
委
員
会

第
十
五
条

実
行
委
員
会
の
構
成
、
選
出
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
実
行
委
員
会
は
、
役
員
、
実
行
委
員
、
校
長
ま
た
は
代
理
者
を
も
っ

て
組
織
す
る
。

２
、
実
行
委
員
の
選
出
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

イ
、
各
地
区
地
区
委
員
よ
り
一
名
、
選
出
方
法
は
第
九
条
一
項
イ
に
準

じ
て
選
出
す
る
。

ロ
、
各
学
年
か
ら
学
級
委
員
連
絡
会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
（
二
名
）
。

ハ
、
地
区
委
員
会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
。

ニ
、
教
職
員
か
ら
三
名
以
上
、
教
職
員
の
互
選
に
よ
り
選
出
す
る
。

第
十
六
条

実
行
委
員
の
任
務
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
会
長
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
特
別
委
員
会
の
委
員
を
承
認
す
る
。

２
、
各
種
委
員
会
に
よ
っ
て
立
案
さ
れ
た
事
業
計
画
を
審
議
検
討
す
る

３
、
総
会
に
提
出
す
る
予
算
案
及
び
報
告
書
を
作
成
す
る
。

４
、
各
種
委
員
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
は
そ
れ
を
補
充
す
る
。

５
、
各
地
区
学
年
会
員
の
世
話
役
と
な
り
、
そ
の
連
絡
を
緊
密
に
す
る
。

第
十
章

委
員
会
の
構
成
及
び
任
務

第
十
七
条

地
区
委
員
会

１
、
会
員
は
各
地
区
毎
に
地
区
委
員
を
選
出
す
る
。
地
区
割
り
及
び
定
数

は
別
途
定
め
る
。選
出
の
方
法
は
第
九
条
一
項
イ
に
準
じ
て
選
出
す
る
。

２
、
地
区
委
員
は
地
区
委
員
会
を
組
織
し
、
地
区
内
生
徒
の
交
通
安
全
指

導
及
び
生
徒
の
健
全
育
成
に
資
す
る
と
共
に
地
区
会
員
の
世
話
役
と
な

り
、
本
会
の
運
営
に
協
力
す
る
。

第
十
八
条

学
級
委
員
連
絡
会

１
、
会
員
は
、
学
級
毎
に
二
名
の
学
級
委
員
を
選
出
す
る
。

２
、
学
級
委
員
は
、
学
級
会
員
の
世
話
役
と
な
り
学
級
運
営
に
協
力
す
る
。

３
、
学
級
委
員
は
、
各
学
年
毎
に
学
級
委
員
連
絡
会
を
組
織
し
、
学
年
担

当
教
師
と
共
に
学
年
の
運
営
に
協
力
す
る
。

第
十
九
条

広
報
委
員
会

広
報
委
員
会
は
各
学
年
の
学
級
委
員
の
中
か
ら
三
名
ず
つ
、
役
員
三

名
、
計
十
二
名
で
構
成
す
る
。

第
二
十
条

会
計
監
査
委
員
会

１
、
監
査
委
員
会
の
委
員
は
三
名
と
し
、
年
度
初
め
の
総
会
に
お
い
て
選

出
す
る
。

２
、
監
査
委
員
は
、
そ
の
年
度
の
会
計
を
監
査
し
、
そ
の
結
果
を
翌
年
度

初
総
会
に
お
い
て
報
告
す
る
。

第
二
十
一
条

特
別
委
員
会

特
別
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
あ
る
時
は
、
実
行
委
員
会
は

特
別
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
章

改

正

第
二
十
二
条

本
規
約
は
、
総
会
に
お
い
て
出
席
者
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
に
よ

っ
て
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

付

則

本
規
約
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。

昭
和
四
十
七
年
三
月
十
日

一
部
字
句
修
正

昭
和
四
十
八
年
三
月
九
日

一

部

修

正

昭
和
五
十
二
年
三
月
八
日

一

部

修

正

昭
和
五
十
三
年
三
月
八
日

一

部

修

正

昭
和
五
十
五
年
三
月
六
日

一

部

改

正

昭
和
五
十
七
年
三
月
五
日

一

部

改

正

昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
四
日

一

部

改

正

平
成
元
年
五
月
二
十
二
日

一

部

改

正

平
成
二
年
二
月
二
十
八
日

一

部

改

正

平
成
三
年
三
月
四
日

一

部

改

正

平
成
四
年
三
月
六
日

一

部

改

正

平
成
五
年
三
月
二
日

一

部

改

正

平
成
六
年
三
月
二
日

一

部

改

正

平
成
九
年
二
月
二
十
八
日

一

部

改

正

平
成
十
四
年
五
月
十
四
日

一

部

改

正

平
成
十
五
年
五
月
十
三
日

一

部

改

正

平
成
十
九
年
二
月
七
日

一

部

改

正

平
成
二
十
一
年
二
月
三
日

一

部

改

正

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
四
日

一

部

改

正

平
成
二
十
八
年
二
月
三
日

一

部

改

正

令
和
二
年
二
月
五
日

一

部

改

正

令
和
三
年
二
月
九
日

一

部

改

正



 

 

白山市ＰＴＡ連合会 

五 つ の 誓 い 
平成 20年 11月 27日制定 

 

 私たちは、未来を拓くたくましい子どもの成長を願い、“親として”“大人

として”ともに成長していくと同時に、家庭・学校・地域が相互に信頼関係を

築き、連携・協力していくことにより、子どもが明るく、元気に活動できる教

育環境の充実を目指して、この「五つの誓い」を守ります。 

 

 

１．学校の教育方針のもと、活力ある学校づくりに協力・支援します。 

 ２．積極的に学校行事やＰＴＡ活動に参加し、会員相互の理解に努めます。 

 ３．地域の一員としての自覚を持ち、地域の方々と協力し連携を深めます。 

 ４．子どもと向き合い話し合い、よき理解者となります。 

 ５．子どもを守り育て、しつけることに責任を持ち、よき模範となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度 学校経営全体計画
白山市立松任中学校
校長 日向 正志

<教育目標> 【校訓】
学び合い、高め合い、笑顔あふれる学校 生き方を学び合おう、高め合おう
－生徒同士、先生同士、生徒と先生が響き合って－ － 生徒も 先生も 保護者も －

「生き方」 …… よりよい自分の姿
夢を持ち、夢を語り合い、夢に向かって進み続ける姿勢

「学び合う」「高め合う」 …… 仲間と協働して【知性】【品性】【感性】を磨く

《経営方針》
（１） 生徒一人一人の強みを見つけ引き出し伸ばします。
（２） 大きな夢と誇りを育み、持続可能な社会の未来を拓く教育を推進します。
（３） 謙虚な心と自他の命を大切にする教育を推進します。
（４） 生徒、教職員、保護者、地域が愛し、誇りに思う学校を創ります。

【知性】 … 答えの“ない”問いの答えを探し続ける力
【品性】 … 謙虚な心を持ち、社会の一員としてのよりよい姿勢・言動
【感性】 … 様々な情報や経験等が蓄積された自分の中から瞬時に弾き出す結論

《めざす学校像》
すべての生徒が主体的に学び、誇りを持てる学校

「学びたい学校」「学ばせたい学校」「学んでよかった学校」

《めざす生徒像》 《めざす教師像》
自ら学び、心身を鍛える生徒 常に自らを高めていく教師
自他を尊び誠実に生きる生徒 生徒に喜びと感動を与える教師
夢を持ち、くじけずに努力する生徒 自信をもって指導できる教師

生徒の生活に心をくばる教師
【知性】【品性】【感性】ある松中美人 【知性】【品性】【感性】あふれる教師

主に学習進路部会 主に生徒指導部会 主に自治活動部会

【重点的な取組】 【重点的な取組】 【重点的な取組】 【重点的な取組】
○学習意欲向上 ○道徳科の充実 ○望ましい生活習慣 ○創造力あふれる自
・「たい」のある授業 ・考える、議論する 治活動
・静かで清潔で落ち ○思いやりある言動 ・自ら考える学級会
着いた学習環境 ○豊かな体験活動 ・自分がされていやな 活動・生徒会活動

・「できなかった」を ・感動・葛藤・感謝 ことは、他の人にし ・伝統ある学校文化
「できる」に のある体験活動 ない・言わない の継承

〇読書活動の充実 ○謙虚な心と生命尊 〇個性伸長 ○活気あふれる部活
重 ・生徒一人一人の強み 動

〇端末の積極的効果 ・自助、共助、公助 を見つけ引き出し伸 ・「たい」のある主体
的活用 ・健康第一 ばす 的な活動

《教科》 《道徳科》 《特別活動》 《総合的な学習の時間》 《部活動等》

子どもたちにつけたい力 → 人間関係形成力

喜んで登校 満足して下校



部活動に係る活動方針 
白山市立松任中学校 

 

本方針策定の趣旨等 

○本方針は、本校における部活動を対象とし、 

・知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育む「日本型学校教育」の意義を踏まえ、バラン

スのとれた心身の成長と学校生活を送ることができるようにすること 

・生徒の自主的、自発的な参加により行われ、学校教育の一環として教育課程との関連を図り、合

理的でかつ効率的・効果的に取り組むこと 

・学校全体として部活動の指導・運営に係る体制を構築すること 

を目指すものであり、学校における部活動に関係する全ての者に、本方針を十分に踏まえた適切な

対応を求めるものである。 

 

１ 部活動の活動計画等の作成 

①部顧問は、年間の活動計画（活動日、休養日及び参加予定大会日程等）並びに毎月の活動計画

及び活動実績（活動日時・場所、休養日及び大会参加日等）を作成する。 

②部顧問は、上記の活動方針及び活動計画等を当該部の生徒・保護者へ情報提供する。 

 

２ 適切な指導の実施 

①部顧問は、部活動の実施に当たっては、生徒の心身の健康管理（障害・外傷の予防やバランス

のとれた学校生活への配慮等を含む）、事故防止（活動場所における施設・設備の点検や活動

における安全対策等）及び体罰・ハラスメントの根絶を徹底する。 

②部顧問は、生徒のバランスのとれた健全な成長の確保の観点から休養を適切に取ることが必要

であること、また、過度の練習が生徒の心身に負担を与えること等を正しく理解するとともに、

生涯を通じて活動を親しむ基礎を培うことができるよう、生徒とコミュニケーションを十分に

図り、それぞれの目標を達成できるよう、効率的・効果的なトレーニングの積極的な導入等に

より、休養を適切に取りつつ、短時間で効果が得られる指導を行う。また、専門的知見を有す

る養護教諭等と連携・協力し、体と心の状態等に関する正しい知識を得た上で指導を行う。 

   ③部顧問は、各団体が作成する指導手引等を活用して、適切な指導を行う。 

 

３ 適切な休養日等の設定 

部活動における休養日及び活動時間については、成長期にある生徒が、教育課程内の活動、部

活動、学校外の活動、その他の食事・休養及び睡眠等の生活時間のバランスのとれた生活を送る

ことができるよう、以下を基準とする。 

 

ア 休養日は、原則として、週２日以上、平日１日と土曜日又は日曜日とする。 

  朝練習は原則行わない。 

イ 大会参加や大会前等で、やむを得ず休養日を土曜日、日曜日ともに設定できない場合は、事 

前に活動計画等により学校長の承認を得て、翌週の平日に代替の休養日を設ける。ただし、 

土曜日、日曜日、祝日又は振替休日において年間５２日以上の休養日を設定する。（前述の 

代替の休養日はこれに含まない） 

なお、中体連・中文連等が主催又は共催する大会に出場した際に土曜日、日曜日の両日に 

活動した場合については、年間で設定すべき５２日以上の日数から減ずることを認める。 

ウ 通常練習（練習試合等は含まない）における１日の活動時間は、平日は長くとも２時間程度、 

学校の休業日は長くとも３時間程度とする。 

エ 長期休業中等を利用して、まとまった長期の休養期間（オフシーズン）を設ける。 

 



つなぐプロジェクト 笑顔でつなぐ心の「和」 

〈MATTOマナー〉 

M 守ろう 使う時間 

A あけないで 危険なサイト 

T つながらないで 知らない人と 

T 大切にしよう 個人情報 

O おもいやろう 相手の気持ち 
 

松任中学校生徒会 



教職員の健康を保ち、子供によりよい教育を行うための多忙化改善取組方針 
 

白山市教育委員会 
１ 達成目標 
 

教育の質を落とさず、業務分担の適正化等により、引き続き、令和６年度（２０２４年度）
までに時間外勤務時間が月８０時間を超える教職員ゼロを目指す。 

   
［白山市立学校教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則］R5.4.1～ 
「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」第７条に規定する指針を
踏まえ、時間外勤務時間の上限を以下の範囲内とすることを目指す。 

・１か月について  ４５時間 
・１年間について ３６０時間 

 
２ 基本方針 

新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のため、学校における働き
方を見直し、教材研究・授業準備や子供たちと向き合う時間等、教職員が本務に専念するた
めの時間を十分に確保するという観点に立ち、取組を進める。 

 
３ 留意事項 
（１）時間外勤務の縮減が目的化し、教育活動がおろそかにならないよう、十分留意して取組を進

める。 
（２）部活動指導については、生徒の学習面や健康面などバランスのとれた健全な成長の 確保と

いう観点や、生徒のニーズに応じた技能の向上を図るという観点に加え、教科指導等に取り
組む時間の確保や教職員の負担軽減という観点も十分に踏まえて取組を進める。 

（３）様々な機会を通して、教職員の多忙化の現状や取組を保護者や地域等の方々に説明し、理解
や協力を求めていく。 

 
４ 主な取組 
（１）週１回の「定時退校日」の設定 
 
（２）学校閉庁日の設定 

①県内一斉の「リフレッシュウィーク」期間（8/11～8/17）全てを学校閉庁日とする。 
②土日祝日に学校行事を行った場合の代休日を学校閉庁日とする。 

     ③緊急連絡先は、白山市教育委員会学校指導課とする。 
    （平日 ８：３０～１７：１５   ０７６－２７４－９５７８） 
 
（３）ボランティアの受入推進 
   ①学校支援ボランティア（教員志望の大学生）の受入を推進する。 
   ②特別支援教育ボランティア（１８歳以上の方）の受入を推進する。 
 
（４）保護者と学校をつなげるＩＣＴの活用 
 
（５）留守番電話の運用 
 
（６）中学校部活動 

①｢白山市における部活動の在り方に関する方針」を策定する。 
②条件を満たす部活動を対象に部活動指導員を派遣する。 

     ③地域の体育協会や競技団体等と連携し、外部指導者の導入を進める。 



（７）保護者や地域等の方々の理解・協力 
・ＰＴＡや地域団体が主催する行事や会合等について、関係者に教職員の勤務状況や改善に
向けた取組について理解と協力を求め、開催日数や時間等の削減を図る。 

 
 

｢白山市における部活動の在り方に関する方針」（抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

留守番電話の運用について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・休養日は、原則週２日以上、平日１日と土曜日又は日曜日とする。 

 

・朝練習は原則行わない。 

 

・大会参加や大会前等で、やむを得ず休養日を土日ともに設定できない場合は、翌週の平日に

代替の休養日を設ける。 

 

・通常練習（練習試合等は含まない）における１日の活動時間は、平日は長くとも２時間程度、

学校の休業日は長くとも３時間程度とする。 

 

・夏休み等の長期休業中には、まとまった長期の休養期間を設ける。 

 

１ 自動音声への切り替え 

（１）設定時刻 

    小学校は原則１８時３０分に設定する。 

    中学校は原則１９時３０分に設定する。 

     ※定時退庁日や行事等がある日は、勤務時間終了時刻に設定する。 

 

（２）解除時刻 

    小学校、中学校共に７時３０分に解除する。 

 

２ 土日祝日の対応について 

小・中学校とも原則、終日自動音声での対応とする。なお、中学校の部活動の欠席、遅

刻等の連絡は、各部で工夫する。 

 

３ アナウンス例 

   「こちらは○○○学校です。ただ今業務時間外のため、恐れ入りますが、平日 

７時３０分以降に改めておかけ直し下さいますよう、お願い申し上げます。」 

 

４ その他 

   架電者からの伝言等を録音する機能はない。 


